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レスキューロボットコンテスト実行委員会 
 

アールエスコンポーネンツ杯 

第６回レスキューロボットコンテスト規定 

 
 
本規定は、第６回レスキューロボットコンテストを開催するにあたり、フィロソフィーおよび開催趣

旨を十分反映したコンテストとすること、また、コンテストを円滑に運営することを目的として、レス

キューロボットコンテスト実行委員会が定めるものである。 
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１．レスキューロボットコンテスト 
 
１．１．概要 

 
レスキューロボットコンテスト（略称：レスコン）では以下のすべての活動を通して一回のコンテス

トと考える。コンテストの流れに沿って各活動の概略を説明する。 
Ａ．開催告知 

実行委員会がコンテストの開催を告知する。 
Ｂ．参加チーム募集 

実行委員会は、コンテストにおいて競技会への参加を希望するチームを募集する。参加チームの募

集開始において、コンテストの開催趣旨が告知される。 
Ｃ．応募 

参加チーム募集に応じて参加希望チームが応募する。参加応募時にはレスキューロボットコンテス

ト参加申込書の提出をもって応募とする。参加希望チームは応募締め切りまでに応募しなければなら

ない。 
Ｄ．書類審査 

応募書類を基に実行委員会が書類審査にて１８チームを採択する。また、応募チームの中から主催

団体が推薦する地元枠として２チームが採択される。 
Ｅ．採択の通知 

書類審査における審査結果を基に実行委員会は応募チームへ採否を通知する。 
Ｆ．機器の貸与 

書類審査において採択されたチームに対して実行委員会は競技会参加に必要となる機器のうち無

線カメラおよびラジオコントロール機器を貸与する。 
Ｇ．競技会 

競技を行うレスキューロボットコンテストの中心となる催事。 
（ａ）予選 

本選に出場する１０チームを選抜するための予選競技を行う。地元枠２チームも競技を行う。 
（ｂ）本選 

予選で選抜された１０チームと地元枠２チームが競技を行い、レスキュー工学大賞を選定する。 
Ｊ．貸与物品の返却 

参加チームは本選終了後、速やかに貸与物品を貸与されたときの状態に戻し返却しなければならな

い。 
このほかに実行委員会が必要と認める場合においては、適宜活動を行う。また、チームおよび実行委

員会間の情報伝達等については、チームおよび実行委員会が必要に応じて行うものとする。 
 
１．２．実行委員会 

 
レスキューロボットコンテスト実行委員会が中心となってレスキューロボットコンテストを主催す
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る。なお本規定においては、レスキューロボットコンテスト実行委員会を単に実行委員会と略記するこ

とがある。 
実行委員会の長を実行委員長とする。 
実行委員長の補佐を副実行委員長とする。 
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２．競技 
 
震災被災地を模擬した１／６スケールの模型内において、二つのチームが同一のフィールドでレスキ

ューロボットを用い、ガレキの下に取り残された被災者を模擬した人形（レスキューダミー）の救助を

行う。 
 
２．１．競技会場 

 
競技会場の概要図を別添１に示す。競技会場は、実験フィールド、コントロールルーム、隔壁、およ

びヘリテレステージで構成される。競技会場には、コントロールルームおよびヘリテレステージが二つ

あり、２チームが同一の実験フィールドで競技を行う。隔壁は、実験フィールドとコントロールルーム

を区分する。実験フィールドは地震災害の被災地を模擬しており、コントロールルームは震災被害を受

けていない地域に設置されていると想定している。実験フィールドとコントロールルームが離れた地域

であることを模擬するために、隔壁で区分けし、直接情報収集ができない状況を作り出している。 
以下では、特に断りがない限り、コントロールルームおよびヘリテレステージは、チームが割り当て

られたコントロールルームおよびヘリテレステージを指す。 
 
２．１．１．実験フィールド 

実験フィールドは現実の街並みを１／６スケールで再現している。これを基本として、フィールドの

すべての状況は設定されている。実験フィールドは道路とブロックで構成される。実験フィールドは、

低い地域（平地）と高い地域（高台）からなり、両地域の高低差は 450mm 程度である。また、ヘルパ

ーの待機場所となるウエイティングサークルが設けられている。 
Ａ．ブロック 

実験フィールド内の道路で囲まれた領域をブロックと呼ぶ。ブロックは、複数のエリアで構成され

る。エリアは、「私有地」として想定している。「私有地」と想定しているので、エリアからレスキュ

ーダミーを救出する目的でレスキューダミーのいるエリアに立ち入る以外は、みだりに進入してはな

らない。エリアには、固定されていないガレキが配置される。レスキューダミーは、エリアに配置さ

れる。レスキューダミーが配置されているエリアを含むブロックを探索ブロックと呼ぶ。 
Ｂ．道路 

実験フィールド内のブロックを囲むように設けられている通路。道路上は「公有地」として想定し

ている。道路幅は 700mm であり、道路上には幅 20mm のセンターラインが引かれているが、被災

地を想定しているので、一部が欠落していることもある。 
（ａ）バンププレート 

道路上には、凹凸が設けられている。道路内の凹凸が設けられている部分をバンププレートと

呼ぶ。バンププレートにはセンターラインは引かれていない。バンププレートの概要を別添２に

示す。 
（ｂ）坂道 

実験フィールド内の平地と高台を結ぶために、傾斜 20%程度の坂道が設けられている。坂道の
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概要を別添６に示す。 
 （ｃ）歩道橋 

道路上には、歩道橋が設けられている。歩道橋の桁下は 600mm 以上であり、橋脚は道路上に

存在しない。 
Ｃ．ブロック内ガレキ 

ブロック内に配置されるガレキをブロック内ガレキと呼ぶ。ガレキは、単一の物体を指す場合と単

体のガレキがいくつか集まっている集合体を指す場合があるので注意すること。ブロック内のガレキ

は、積み重ねられているだけである。ブロック内ガレキにはおおよそ以下に示す寸法および質量のも

のが使用される。 
（ａ）棒状ガレキ 断面 12mm×12mm ～ 45mm×45mm 

   長さ 100mm ～ 600mm 
   質量 30g ～ 300g 
   材質 木材 

（ｂ）板状ガレキ 大きさ 150mm×150mm ～ 300mm×300mm 
   厚さ 2mm ～ 6mm 
   ただし、補強材の取り付け部分では最大厚 30mm となっている。 
   質量 100g ～ 350g 
   材質 木材 

（ｃ）箱状ガレキ 大きさ 70mm×210mm ～ 150mm×210mm 
   厚さ 60mm 
   質量 30g ～ 100g 
   材質 スチロール 

（ｄ）網状ガレキ 大きさ 90mm×300mm 
   枠 φ3mm 
   網の目の間隔 1mm ～ 5mm 
   質量 100g ～ 200g 
   材質 ステンレス 
Ｄ．路上ガレキ 

道路上に配置されるガレキを路上ガレキという。ガレキは、単一の物体を指す場合と単体のガレキ

がいくつか集まっている集合体を指す場合があるので注意すること。すべての路上ガレキは固定され

ていない。路上ガレキにはおおよそ以下に示す寸法および質量のものが使用される。 
（ａ）棒状ガレキ 断面 12mm×12mm ～ 100mm×100mm 

   長さ 100mm ～ 920mm 
   質量 30g ～ 3,500g 
   材質 木材、アルミ（樹脂によるコーティング付き） 

（ｂ）板状ガレキ 大きさ 150mm×150mm ～ 300mm×300mm 
   厚さ 2mm ～ 20mm 
   ただし、補強材の取り付け部分では最大厚 30mm となっている。 
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   質量 100g ～ 700g 
   材質 木材 

（ｃ）箱状ガレキ 大きさ 70mm×210mm ～ 150mm×210mm 
   厚さ 60mm 
   質量 30g ～ 100g 
   材質 スチロール 
Ｅ．ウエイティングサークル 

実験フィールド内でヘルパーが待機する場所。リスタートに関する作業を行うなど特段の目的が無

い場合、ヘルパーはウエイティングサークル内にいなければならない。ただし、ヘルパーが複数人い

る等ウエイティングサークル内に入れない場合は、ウエイティングサークルを中心とした周辺、かつ、

運営上障害とならない場所にいなければならない。 
 
２．１．２．コントロールルーム 

実験フィールドの情報収集およびレスキューロボットの操縦はコントロールルームから行わなけれ

ばならない。競技中、キャプテンおよびオペレータはコントロールルーム内にいなければならない。以

下のものがコントロールルーム内に設置されている。 
Ａ．モニターテレビ 

映像を表示する装置。モニターと省略することがある。 
（ａ）無線カメラのモニター ３台 

無線カメラ１台につきモニター１台とする。 
（ｂ）ヘリテレカメラのモニター １台 
（ｃ）評価ポイントのモニター １台 

センサモードのダメージインデックス、タイムインデックス、およびミッションポイントなど

が表示される。 
 → ２．８．評価 参照 
Ｂ．無線カメラ映像端子 

競技用無線カメラの受信映像を出力できる端子。３台分をそれぞれ用意する。映像出力の信号は日

本国内でアナログ受像信号として使用されているＮＴＳＣとする。なお、受信装置およびアンテナ自

身は実行委員会が別途設置するため直接操作調整を行うことはできない。 
Ｃ．リスタート要請スイッチおよび要請表示ランプ 

リスタートを要請する際に使用するスイッチおよびその表示用ランプ。各チームのキャプテンは、

本装置を使用してレスキューロボットのリスタートを要請することができる。 
Ｄ．ロボットベース 

レスキューロボットおよびその付属品が出動する際に配置される区画。競技中、チームメンバーは

ロボットベースにロボットが配置されているあるいは帰還している状態に限りロボットに触れるこ

とができる。コントロールルーム内であっても、競技中ロボットベース外にロボットおよびその付属

品を持ち出すことはできない。 
 → ２．７．３．レスキュー活動 参照 
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Ｅ．コントロールルーム間通信装置 
競技中にチーム間で連絡するための通信装置。競技中のチーム間の連絡はコントロールルーム間通

信装置を用いてすることに限定する。 
 
２．１．３．隔壁 

コントロールルームと実験フィールドとを隔てる壁。隔壁には、コントロールルームと実験フィール

ドを結ぶベースゲートが設けられている。ベースゲートは、道路上面からの高さが 600mm であり、幅

は 700mm である。すべてのレスキューロボットはベースゲートを通り出動する。 
 
２．１．４．ヘリテレステージ 

ヘリテレが高所から実験フィールドの情報収集を行うために使用する台。ヘリテレ以外のチームメン

バーがヘリテレステージに登ってはならない。 
Ａ．ヘリテレカメラ 

ヘリテレが実験フィールドの情報を収集するためのカメラ。ヘリテレカメラはヘリテレステージに

用意されているカメラを使用しなければならない。ヘリテレカメラはヘリテレステージ上においての

み操作することができる。ヘリテレ以外のチームメンバーがヘリテレカメラを使用してはならない。 
 
２．２．チームおよびメンバー 

 
チームおよびそのメンバーはレスキューロボットコンテストのフィロソフィーおよび開催趣旨に賛

同するものであれば特にその資格を問わない。 
 
２．２．１．チーム 

チームは、レスキューロボットコンテストの進行に合わせ、参加希望チーム、応募チーム、採択チー

ム、参加チームと呼ばれる。前記した各種チームを総称してチームと言うことがある。 
Ａ．参加希望チーム 

競技会への参加チーム募集に応じて、参加を希望している段階のチーム。 
Ｂ．応募チーム 

参加チーム募集に対して応募し、応募が完了した段階のチーム。 
Ｃ．採択チーム 

応募チームに対して書類審査を行い、書類審査にて採択されたチーム。 
Ｄ．参加チーム 

競技会に参加するチーム。なお、予選へ参加するチームを予選参加チーム、本選へ参加するチーム

を本選参加チームと、使い分ける場合がある。 
 
２．２．２．メンバー 

チームのメンバーはレスキューロボットコンテストの進行に合わせ、応募メンバー、スタッフメンバ

ー、チームメンバー、として３種類の登録をする必要がある。 
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２．２．３．応募メンバー 

応募時に競技会参加を想定して登録するメンバー。応募メンバーは最大８名とする。 
Ａ．キャプテン 

キャプテンは、一回のレスキューロボットコンテストを通して、チームの状態を把握し、チームの

指揮を執り、チームを統括する。特別な理由がない限り、コンテスト終了までキャプテンの変更は認

められない。すなわち、応募メンバー、スタッフメンバー、チームメンバーすべてにおいて、キャプ

テンは同一のメンバーでなくてはならない。キャプテンの変更を希望する場合、書面にて変更理由を

明確にして実行委員会に申請しなければならない。実行委員会にて申請理由が相当であると認められ

た場合のみ、キャプテンを変更することができる。 
Ｂ．キャプテン以外の担当 

基本的にチームメンバーと同様な担当を設ける。必ずしも応募メンバーとチームメンバーが同一で

ある必要はないが、同一であることが望ましい。 
 → ２．２．５．チームメンバー 参照 
Ｃ．チーム責任者 

以下の条件に応じてチーム責任者を登録しなければならない。チーム責任者を登録する場合は、応

募メンバーの登録と同時に行うこと。チーム責任者は応募メンバーの人数に算入されない。チーム責

任者は物品貸与に関することを含めて、レスキューロボットコンテストに関するメンバーの活動にお

いて責任を持たなければならない。チーム責任者は成年者とする。 
（ａ）すべての応募メンバー、あるいはキャプテンが未成年者の場合 

チーム責任者を登録しなければならない。 
（ｂ）一部、あるいはすべてのメンバーが未成年者でない場合 

応募メンバーが必要と認める場合はチーム責任者を登録することができる。 
（ｃ）一部、あるいはすべてのメンバーが未成年でなく、かつ、チーム責任者を指定しない場合 

キャプテンがレスキューロボットコンテストに関するメンバーの活動の責任を持つ。 
Ｄ．複数応募の禁止 

同一の応募メンバーが複数の応募に応募メンバーとして登録することはできない。 
 
２．２．４．スタッフメンバー 

競技会において、舞台裏手、チーム控え室および競技会場等出入りを制限される場所に入ることがで

きる。参加チームのメンバーとして競技会等に参加するためにはスタッフメンバーでなければならない。 
Ａ．スタッフメンバー登録上の制限 

（ａ）１２名を上限とする。 
（ｂ）キャプテンは応募メンバーにおいて登録したキャプテンから原則変更禁止であるが、確認の

ため再度登録を行うこと。 
（ｃ）スタッフメンバーの登録においては、キャプテン以外の担当を指定する必要はない。 
（ｄ）スタッフメンバーは、予選あるいは本選の開催日１週間前までに登録しなければならない。 

Ｂ．引率者 
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学校のクラブ等の組織で参加する場合、チームの管理者として引率者を登録することができる。引

率者を登録する場合は、スタッフメンバーの登録と同時に行うこと。チーム責任者を登録している場

合は、チーム責任者が引率者となることが望ましい。学校の教職員以外の者を引率者として登録しよ

うとする場合、事前に引率者の登録について実行委員会に申請しなければならない。実行委員会にて

引率者として適していると判断した場合、引率者としての登録を許可する。基本的には引率者の人数

に上限を設けないが、運営上の理由より実行委員会から人数について削減するよう協力を要請する場

合がある。引率者はスタッフメンバーの人数には含まれないが、出入りを制限される場所に入ること

ができる。ただし、実際に競技を行うチームメンバーになることはできず、競技中に競技会場へ入る

こともできない。 
Ｃ．複数チームへの登録の禁止 

同一のスタッフメンバーが複数チームのスタッフメンバーとして登録することはできない。 
 
２．２．５．チームメンバー 

競技会において、競技会場に入り競技を行うことができる。スタッフメンバーであってもチームメン

バーとして登録されていないメンバーは競技中に競技会場へ出入りすることはできない。 
Ａ．チームメンバー登録上の制限 

（ａ）チームメンバーは引率者を除くスタッフメンバーから選抜すること。 
（ｂ）本選ではチームメンバーは最大８名とする。 
（ｃ）本選では競技ごとにチームメンバーを登録しなければならない。 
（ｄ）チームメンバーは、競技会場に入るときにチームメンバー登録用紙で登録しなければならな

い。 
Ｂ．チームメンバーの担当 

チームメンバーは、次の担当のうち少なくとも一つの担当を受け持たなければならない。ただし、

電波管理のみを担当することは認めない。以下では、断りがない限り、チームメンバーの担当は、自

チームの担当を指す。 
（ａ）キャプテン 

チームの指揮を執り、チームを統括する。リスタートの要請を行う。原則、応募メンバーのキ

ャプテンから変更することはできない。 
（ｂ）スピーカー 

レスキューロボットおよび戦術のプレゼンテーションを行う。 
（ｃ）オペレータ 

レスキューロボットを操縦および整備する。 
（ｄ）ヘリテレ 

ヘリコプターで上空から災害現場を撮影するテレビカメラを模擬し、作戦会議およびレスキュ

ー活動においてヘリテレステージより実験フィールドの撮影、観察を行う。 
（ｅ）ヘルパー 

実験フィールド内のウエイティングサークルに待機し、リスタートの際にレスキューロボット

を取り扱う。 
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（ｆ）電波管理 
競技中の電波管理を円滑に行うために、自チームの使用する電波機器の受け渡しおよび管理を

行う。 
Ｃ．各担当の設置上の条件 

（ａ）キャプテン、スピーカー、ヘルパー、電波管理 
必ず設けなければならない。 

（ｂ）オペレータ、ヘリテレ 
必要に応じて設けることができる。 

Ｄ．各担当の人数の上限 
（ａ）キャプテン ：１名 
（ｂ）ヘリテレ ：１名 
（ｃ）電波管理 ：１名 
（ｄ）上記以外の担当については人数の制限はない。 

Ｅ．兼務 
以下に示す条件を満たしていれば、一人のメンバーが複数の担当を兼務することができる。 
（ａ）キャプテンはオペレータ以外の担当を兼務することができない。 
（ｂ）スピーカーはヘリテレ、ヘルパーおよび電波管理以外の担当を兼務することができない。ま

た、スピーカーはヘリテレあるいはヘルパーのいずれかを兼務しなければならない。 
（ｃ）オペレータはキャプテンあるいは電波管理以外の担当を兼務することができない。 
（ｄ）ヘリテレはスピーカーおよび電波管理以外の担当を兼務することができない。 
（ｅ）ヘルパーはスピーカー以外の担当を兼務することができない。 
（ｆ）電波管理はキャプテンおよびヘルパー以外の担当を兼務しなければならない。 
各担当の兼務の可、不可を以下の表に示す。 

兼務の可不可（○：兼務可、×：兼務不可） 
 

キャプテン スピーカー オペレータ ヘリテレ ヘルパー 電波管理 

キャプテン ― × ○ × × × 

スピーカー × ― × ○ ○ ○ 

オペレータ ○ × ― × × ○ 

ヘリテレ × ○ × ― × ○ 

ヘルパー × ○ × × ― × 

担当 

電波管理 × ○ ○ ○ × ― 

 
２．３．レスキューロボット 

 
２．３．１．レスキューロボット 

レスキューロボットコンテストでは、ベースゲートを通過し、実験フィールドで何らかの活動を行う

ロボット、機器等をすべてレスキューロボットと呼ぶ。単にロボットと省略することがある。 
Ａ．基本原則 



第６回レスキューロボットコンテスト規定 

14/40 

技術的な挑戦を奨励することを本コンテストの基本原則とする。しかしながら、安全の確保および

円滑な運営の観点から禁止せざるをえない事項がある。 
規定に適合しないが技術的に優れたロボットの場合、競技に出場することはできないが、エキシビ

ション等の枠内でコンテストに参加することを認める場合がある。 
Ｂ．安全の確保 

特に安全性を十分考慮した設計とすること。また、チームメンバー、観客、審判、およびスタッフ

に危害を与えない、また実験フィールド等を破壊しないように十分な工夫を施すこと。 
Ｃ．レスキュー活動開始時に係る制限事項 

レスキュー活動開始時においてロボットベース（1,200mm×1,200mm）内に、当該レスキュー活

動で使用する交換部品等を含み、すべてのレスキューロボットを配置しなければならない。ただし、

工具等はこの限りではない。当該レスキュー活動において交換する部品等をレスキューロボットの付

属品と呼ぶ。ロボットベースに配置した際、ロボットおよびその付属品がロボットベースに接地して

いる部分だけではなく、空間的にもロボットベースの鉛直上部となる空間内にあること。すなわち、

レスキューロボットおよびその付属品の投射影がロボットベース内にすべて収まることをもって、ロ

ボットベース内に配置できたことと認める。また、レスキューロボットが出動する場合、ベースゲー

ト（幅 700mm×高さ 600mm）を通過して出動しなければならない。 
なお、レスキュー活動開始時点にロボットベースに配置されていない部品を当該レスキュー活動中

にレスキューロボットに取り付け、出動させることはできない。 
Ｄ．エネルギー源 

（ａ）競技中のロボットのエネルギー源はチームで用意すること。実験フィールドに出動中のロボ

ットに対してエネルギー源として商用電源を供給することはできない。ただし、コントロール

ルーム内には実行委員会が準備した商用電源があり、チームが持ち込んだ機器で使用できる。 
（ｂ）運営上の都合により、通常使用時に火気の危険が認められるエネルギー源を使用することは

できない。 
Ｅ．緊急停止スイッチ 

（ａ）ロボット上部等のわかりやすい位置に操作が容易にできるように緊急停止スイッチを取り付

けること。 
（ｂ）緊急停止スイッチを操作することによってすべてのエネルギー源を遮断できなければならな

い。ただし、無線カメラの電源についてはこの限りではない。 
（ｃ）特段の理由がない限り緊急停止スイッチは実行委員会が指定したものとする。なお、詳細に

ついては、採択チーム決定後実行委員会から別途通知がある。 
（ｄ）受動ロボットに限り緊急停止スイッチの取り付けを免除する。 

 → ２．３．２．レスキューロボットの分類 参照 
Ｆ．ロボットの構成単位 

レスキューロボットを数える構成単位には、「機」と「台」がある。 
（ａ）ロボットの単位１機とは１ページのロボットアイデア用紙に書かれている内容を基本とする。 
（ｂ）１機のロボットが分離する場合は、分離する最小単位を１台と呼ぶ。外部からの作用を受け、

想定外に小さく分離してしまった場合はこの限りではない。 
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Ｇ．ロボット番号 
（ａ）見やすい配色で見やすい位置へロボット番号を表示すること。 
（ｂ）すべてのレスキューロボットには１機ごとに、１から順にロボット番号をつけること。１機

のロボットが分離する場合は、１台ごとに同一のロボット番号をつけること。 
（ｃ）同一型式のロボットが２機以上ある場合は、おのおの別のロボット番号とすること。なお、

この場合１機ごとにロボットアイデア用紙を作成すること。 
（ｄ）競技中は番号でロボットを区別する。また、ロボット検査は１機ごとに行う。 

 → ４．３．２．ロボット検査 参照 
Ｈ．チーム識別票 

競技中に２チームのロボットを識別するためにロボットにチーム識別票を取り付ける。なお、詳細

については、採択チーム決定後実行委員会から別途通知がある。 
Ｉ．無線カメラ 

競技で使用する無線カメラ（競技用無線カメラ）の寸法等は別添３を参照のこと。 
（ａ）競技用無線カメラは、実行委員会が競技に際して提供したもの３台に限り使用を認める。 
（ｂ）競技において、電波管理等の事情により競技用無線カメラを交換する必要がある。競技用無

線カメラの取り付けおよび取り外しが容易にできるようにすること。 
（ｃ）競技用無線カメラの電源としての電池を外付けする必要があるので、設置場所を確保するこ

と。 
Ｊ．ラジオコントロール機器 

競技で使用するラジオコントロール機器（競技用ＲＣ機器）は別添４を参照のこと。 
（ａ）電波を送信する部分は、実行委員会が指定したプロポ３台に限り使用を認める。受信機につ

いては特に定めない。 
（ｂ）電波を送信する部分の改造は認めない。プロポのケースを開けて何らかの改造を行う場合、

事前に改造計画を実行委員会に届け出、電波を送信する部分の改造は行わないことを説明しな

ければならない。事前の届け出がない場合、ロボット検査にて不合格になる場合がある。 
（ｃ）競技においては、実行委員会が指定するバンドに変更しなければならない。バンドを変更す

るための部品の変更が容易にできるようにすること。なお、競技で使用するクリスタル（競技

用クリスタル）は送受信器用それぞれ１個ずつを１組とする３組を競技の直前に実行委員会か

ら貸与する。 
Ｋ．電波機器 

競技用無線カメラ、競技用ＲＣ機器の送受信を妨げる機器を使用してはならない。 
Ｌ．レスキューロボットの操縦 

複数のオペレータで１機のレスキューロボットを操縦してもよい。また、１名のオペレータで複数

のレスキューロボットを操縦してもよい。 
レスキューロボットをオペレータが操縦するとき、プロポのアンテナはロボットベースを除くコン

トロールルームの鉛直上方になければならない。なお、プロポをロボットに積載する場合等において

はこの限りではない。 
Ｍ．［特例］レスコンボード（無線ＬＡＮコントロールシステム） 
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レスコンボードとは、無線カメラとラジオコントロール機器の両方を無線ＬＡＮのシステムに置き

換えた機器である。完成度が不十分なため、第６回コンテストからの本格的な導入は見送り、次回以

降の導入を検討している。実行委員会が特別に認めたチームのみレスコンボードの使用を認める。た

だし、予選通過条件等の条件は他のチームと同等とする。 
 
２．３．２．レスキューロボットの分類 

ロボットの機能により以下の種類分けを行い、それぞれに応じた取り扱いをする。ロボットの種類分

けは１台ごとに行う。なお、コンテストに参加するロボットがどの種類に分類されるかは、応募書類を

基準として実行委員会が判断する。応募書類では判断が難しいものに関しては、ロボット検査において

全検査員が合議の上判断する。 
Ａ．移動ロボット 

ロボットがロボット自身を移動させることができる機構を有する場合、当該ロボットを移動ロボッ

トと呼び、以下の取り扱いをする。機構を有するか否かで判断を行い、実際に移動が可能であるか否

かは問題としない。 
（ａ）リスタートを認める。 
（ｂ）ロボット検査を受けなければならない。 
（ｃ）ロボット番号を付けなければならない。 
（ｄ）チーム識別票を付けなければならない。 
（ｅ）緊急停止スイッチを取り付けなければならない。 

Ｂ．基地ロボット 
ロボットがロボット自身を移動させることができる機構を装備しないが、何らかのエネルギー源を

装備する場合、当該ロボットを基地ロボットと呼び、以下の取り扱いをする。エネルギー源を装備す

るか否かで判断を行い、ロボット自身を機能させるためのエネルギー源であるか否かは問題としない。 
（ａ）単独のリスタートは認められない。ただし、移動ロボットと一体となっている場合、一体と

してリスタートを認める。 
（ｂ）ロボット検査を受けなければならない。 
（ｃ）ロボット番号を付けなければならない。 
（ｄ）チーム識別票を付けなければならない。 
（ｅ）緊急停止スイッチを取り付けなければならない。 

Ｃ．受動ロボット 
ロボットがロボット自身を移動させることができる機構を装備せず、かつ、いずれのエネルギー源

も装備しない場合、当該ロボットを受動ロボットと呼び、以下の取り扱いをする。基地ロボット同様、

エネルギー源を装備するか否かで判断を行う。 
（ａ）単独のリスタートは認められない。ただし、移動ロボットと一体となっている場合、一体と

してリスタートを認める。 
（ｂ）ロボット検査を受けなければならない。 
（ｃ）ロボット番号を付けなければならない。 
（ｄ）チーム識別票を付けなければならない。 
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（ｅ）緊急停止スイッチを取り付ける必要はない。 
 
２．４．レスキューダミー 

 
災害等で罹災あるいは負傷した人を模した人形をレスキューダミーと呼ぶ。ダミヤンはレスキューロ

ボットコンテストで使用するレスキューダミーであり、被災地に取り残された要救助者を模擬している。

概要を別添５に示す。複数用意されているダミヤンは、１／６スケールで人間に似た形状をしており、

寸法、形状や質量は同一とは限らない。また、痛さや不快感に相当する物理量を測定し、そのデータを

実験フィールド外のコンピュータへ電波で送信する。コンピュータで受け取ったデータは、コントロー

ルルームの参加チームに提示し、また、フィジカルポイントの計算に反映する。 
ダミヤンの仕様の詳細は、レスキューロボットコンテストのウェブページ上に公開する。 

 
２．５．審判団 

 
審判団は主審および副審で構成される。審判団は円滑な競技運営に努めなければならない。 

Ａ．主審 
（ａ）競技中の全権を持ち、副審を指揮・統括する。 
（ｂ）反則の宣告、競技進行の管理を行う。 
（ｃ）必要に応じて競技中に競技を中断の上、審判協議を行うことができる。 

Ｂ．副審 
（ａ）主審の指揮・統括下で、主審を補佐しながら競技の進行に努める。 
（ｂ）チームメンバー、レスキューロボットの行為に関する反則を判定する。 
（ｃ）必要に応じて、主審に審判協議を求めることができる。 
（ｄ）コントロールルーム担当副審とダミヤン担当副審を設ける。 

 
２．６．審査員 

 
審査員はレスキューロボットコンテストのフィロソフィーおよび開催趣旨に則り、ファイナルミッシ

ョンの競技の内容より審査員ポイントの採点を行う。 
Ａ．審査員は一般審査員と専門審査員とし、同数程度で構成する。 
Ｂ．専門審査員はレスキューあるいはロボットに関連する専門知識を持つ者から実行委員会が選任する。

専門審査員は審査員ポイントの採点を行うとともに、その専門に応じて担当する各賞の受賞者の選

定を行う。 
Ｃ．一般審査員はレスキューあるいはロボットに関する関係者および専門知識者を除き広く一般から選

任する。一般審査員は審査員ポイントの採点を行う。 
 
２．７．競技 
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２．７．１．競技全般 

Ａ．競技進行 
競技会場へ入ってから出てくるまでを一回の競技とする。１回の競技で１チームに割り当てられる

時間は概ね１０～２０分とする。複数のチームで同時に競技を行う場合、同時進行できない競技内容

については、チームごとに時間を設ける。ただし、競技を行うミッションの特性に応じ、一部省略し

て競技を行う場合もある。 
 → ４．４．２．ミッション 参照 

（ａ）競技会場への入場 
競技会場入場時にチームメンバー登録用紙を提出しなければならない。ロボットをロボットベ

ースに配置し、レスキュー活動開始まで、ロボットを整備することができる。競技会場へ入場後、

ヘルパーはウエイティングサークルへ移動する。 
（ｂ）プレゼンテーション 

スピーカーがチームのレスキューロボットの特徴、戦術を紹介する。プレゼンテーション以降、

スピーカーはコントロールルームに入場することができない。 
 → ２．７．２．プレゼンテーション 参照 

（ｃ）作戦会議 
ヘリテレが撮影するカメラ映像やヘリテレの目視などによる観察をもとに、ガレキ内に取り残

されたレスキューダミーの救助作戦を立てる。作戦会議がはじまるまでに、レスキューダミーが

配置されているエリアを含む探索ブロックが知らされる。コントロールルーム間通信装置は作戦

会議開始後から使用することができる。 
（ｄ）レスキュー活動 

立案した作戦に基づき、レスキューダミー救助作戦を遂行する。レスキュー活動時のオペレー

タによるロボットの操縦はすべてコントロールルーム内で行う。 
 → ２．７．３．レスキュー活動 参照 

（ｅ）レスキュー活動報告 
キャプテンがロボットの行った活動をインタビュー形式で総括する。他のチームメンバーもレ

スキュー活動報告に参加してもよい。 
Ｂ．担当カラー 

競技会においては、キャプテン、スピーカー、ヘリテレ、ヘルパーを担当カラーによって識別する。

各担当者は該当の担当カラーのついた実行委員会からの配布物を着用しなければ各担当とは認めら

れず、担当に認められた作業を行うことはできない。 
（ａ）キャプテンの担当カラーは赤色である。 
（ｂ）スピーカーの担当カラーは黄色である。 
（ｃ）ヘリテレの担当カラーは緑色である。 
（ｄ）ヘルパーの担当カラーは青色である。 

Ｃ．実験フィールドの情報収集 
実験フィールドの状況は１台のヘリテレカメラの映像およびヘリテレの目視観察、ロボットに取り

付けられている３台の競技用無線カメラの映像、無線カメラに取り付けられたマイクの音など、映像
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および音を通して情報を収集することができる。 
（ａ）レスキューダミーの正確な位置、ガレキの配置等の実験フィールドの状況はあらかじめ知ら

されない。 
（ｂ）レスキュー活動中、ヘルパーは、ヘルパー以外のチームメンバーといかなる方法においても

コミュニケーションをとってはならない。 
（ｃ）ヘリテレ、スピーカーおよびヘルパー以外のチームメンバーは、競技が終了するまで隔壁を

越えて実験フィールドを直接目視観察してはならない。また、実験フィールド側にいるヘルパ

ー等とコミュニケーションをとってはならない。 
（ｄ）ヘリテレは作戦会議中およびレスキュー活動中のみ、実験フィールドを観察、撮影すること

ができる。作戦会議およびレスキュー活動以外の時間、プレゼンテーションの時間等において

は、実験フィールドを観察もしくは撮影してはならない。 
 
２．７．２．プレゼンテーション 

実験フィールドにおいてレスキューロボットを用いてレスキューダミーを救助する方法の検討、レス

キュー活動の戦術、レスキューロボットの機能等をプレゼンテーションする場を設ける。スピーカーが

観客に向かって行う。 
Ａ．プレゼンテーション概要 

パーソナルコンピュータをプロジェクタに接続し、プレゼンテーション内容を観客に提示する。プ

レゼンテーション用のパーソナルコンピュータは各チームで用意する。レーザーポインタ等で画面上

を指し示すことはできない。 
Ｂ．制限時間 ３分 
Ｃ．時間超過に対する減点 

プレゼンテーションで制限時間を超過した場合は、すべてのレスキューダミーのタイムインデック

スの初期値を減点する。 
Ｄ．プロジェクタ接続ケーブル 

パーソナルコンピュータとプロジェクタの接続ケーブルの仕様については、実行委員会から別途通

知がある。 
Ｅ．プレゼンテーションは審査員ポイントで評価される。 
 → ２．８．３．審査員ポイント 参照 
 
２．７．３．レスキュー活動 

レスキュー活動を以下の段階に分けて考える。レスキューダミーが複数の場合は、“現場到着”、“救

出”、“搬送”についてはレスキューダミーごとに考える。なお、レスキュー活動中、ロボットの動作が

危険を及ぼす可能性が認められる場合、動作異常が明確に認められる場合等においては審判の判断にお

いて、緊急停止スイッチを操作して停止させることがある。 
Ａ．出動 

レスキューロボットがロボットベースからベースゲートを通り、救出現場へ向かうこと。 
Ｂ．現場到着 
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救助を必要とするレスキューダミーが埋まっている現場へ至ること。 
チームのいずれかのレスキューロボットが、レスキューダミーがいるエリアにあるブロック内ガレ

キまたはレスキューダミーに触れる時点とする。 
 → ２．１．１．実験フィールド 参照 
Ｃ．救出 

レスキューダミーをガレキの中から救い出すこと。 
レスキューダミーがいたエリアから道路上へ完全に出た時点を救出完了とする。レスキューダミー

が空中にいる場合は床面への投射影で考える。 
Ｄ．搬送 

救出されたレスキューダミーをロボットベースへ運ぶこと。 
レスキューダミーがベースゲートを完全に通過した時点を搬送完了とする。ただし、レスキューダ

ミーがロボット内部に収容されている等で副審がレスキューダミーを確認できない場合は、確認でき

た時点で搬送完了とする。 
搬送完了後レスキューダミーを把持したまま、実験フィールドに戻ってはならない。 

Ｅ．レスキュー活動の完了 
チームに割り当てられた探索ブロック内のすべてのレスキューダミーを搬送完了した時点を、レス

キュー活動の完了とする。なお、実験フィールドにレスキューロボットが残っていてもかまわない。 
Ｆ．レスキュー活動完了後のロボット管理 

（ａ）実験フィールドに残っているレスキューロボットは速やかにロボットベースへ帰還し停止す

ること。ロボットの接地面がロボットベース上にあること、かつ、ロボットが完全にベースゲ

ートを通過していることをもってロボットベースに帰還したこととする。帰還した状態におい

て、チームメンバーはロボットに触れることが許される。 
（ｂ）停止できない場合はリスタートを要請することができる。 
（ｃ）レスキュー活動完了後の反則は、審判団による減点の対象とすることがある。 

 
２．７．４．レスキューロボットの一時帰還 

レスキューロボットが自走してベースゲートを通過し、再度出動することを前提としてロボットベー

スに帰還すること、自走できないロボットを他のロボットが助けロボットベースに帰還させることを一

時帰還と呼ぶ。一時帰還の場合、ロボットが完全にベースゲートを通過していることをもってロボット

ベースに戻ったこととする。一時帰還ではロボットベースにてレスキューロボットに触れることが許さ

れる。 
Ａ．一時帰還できれば“機”、“台”等その構成単位、ロボットの分類は問わない。 
Ｂ．一時帰還の目的は問わない。部品を交換する場合は、レスキュー活動開始時点においてロボットベ

ース内に配置された部品のみ交換することができる。 
Ｃ．レスキューダミー搬送完了後、コントロールルーム担当副審がレスキューダミーを取り上げる。ロ

ボットがレスキューダミーを放すことができないなどの理由により、副審がレスキューダミーを取

り上げることができず、チームメンバーがロボットに触れる必要がある場合は一時帰還などにより

ロボットがロボットベースに戻っている必要がある。 
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２．７．５．レスキューロボットのリスタート 

レスキューロボットが不調となり一時帰還できない場合などにおいて、主審の許可を受け、ロボット

をロボットベースへ持ち帰り、修理などを実施した後、再出動することができる。この一連の作業をリ

スタートと呼ぶ。ただし、実際のレスキュー活動ではリスタートはありえず、リスタートはあくまでも

コンテスト上の救済措置である。したがって、修理等以外の目的でリスタートを行うことはできない。 
Ａ．リスタートの最低単位は１機とする。１機のロボットが分離する場合、分離後の１台のみをリスタ

ート要請することはできず、１機を構成するロボットすべてをリスタートしなければならない。た

だし、１機を構成するロボットの中に基地ロボットあるいは受動ロボットがある場合、移動ロボッ

トと一体となっていない基地ロボットあるいは受動ロボットはリスタートできない。 
Ｂ．リスタートが要請されたロボットが、運搬されている、合体しているなど他のロボットと一体とな

っている場合、要請されたロボットと一体になっているロボットを一つの単位としてリスタートを

行う。なお、一体となっているロボットの範囲は、状況に応じて主審が判断する。 
Ｃ．リスタートする場合、キャプテンが要請し、主審の許可を受けるものとする。キャプテンはリスタ

ートを要請するロボットのロボット番号およびリスタートの理由を通知しなければならない。一回

のリスタートで要請できるレスキューロボットの機数には制限はない。 
Ｄ．リスタートにおいて、主審の許可を受けた後、必ず当該ロボットをロボットベースに運搬しなけれ

ばならない。 
Ｅ．レスキューロボットの運搬は、ヘルパーが行う。ロボットの運搬に関して審判はヘルパーをサポー

トしない。ヘルパーは、主審の許可を得てから、実験フィールド内の指示されたロボットに手を触

れ、ロボットベースへ運搬することができる。一度に運搬できない場合は数度に分けて運搬しても

よい。 
Ｆ．ヘルパーは、レスキューロボットの停止操作を実施することができる。 
Ｇ．ヘルパーは、レスキューロボットをロボットベースまで運搬した後、速やかに実験フィールド内の

ウエイティングサークルまで戻らなければならない。 
Ｈ．リスタートでは修理等以外の目的で部品の交換を行うことはできない。部品を交換する場合は、レ

スキュー活動開始時点においてロボットベース内に配置された部品のみ交換することができる。 
Ｉ．再出動する際は、必ずロボットベースから再出動しなければならない。また、このとき、主審の許

可を必要としない。 
Ｊ．リスタートはレスキュー活動時間内であれば、その回数に制限を設けない。 
Ｋ．レスキューロボットがレスキューダミーを把持している状態でリスタートの要求があった場合、ダ

ミヤン担当副審がレスキューダミーを放した後、ヘルパーがロボットベースへ運搬する。レスキュ

ーダミーは把持されていた位置の床面に置かれる。他のロボットと干渉している場合は、ダミヤン

担当副審が他のロボットを緊急停止スイッチで停止させ、干渉しているロボットを一時移動し、ヘ

ルパーがリスタート要請のあったロボットを運搬する。その後に、副審が干渉していたロボットを

移動前の場所へ戻し、緊急停止スイッチを復帰させる。なお審判は干渉していたロボットの復帰に

関してこれ以上の操作は行わない。リスタートを要請していないチームの干渉しているロボットに

ついても緊急停止スイッチにより停止される場合もある。 
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Ｌ．リスタートは移動ロボットのみ要請することができる。基地ロボットあるいは受動ロボットのリス

タートについては、移動ロボットと一体となっている場合のみ、移動ロボットのロボット番号を通

知することにより、移動ロボットと一体としてリスタートを認める。 
Ｍ．リスタートの流れ 

（ａ）キャプテンがリスタート要請スイッチを押す。 
（ｂ）主審の宣告によりリスタートを要請したチームのすべてのロボットを停止する。 
（ｃ）キャプテンはリスタートを要請するロボットのロボット番号とリスタートの理由を通知する。 
（ｄ）リスタートの理由が正当ならば、主審がリスタートを許可する。リスタートが認められない

場合は、そのままレスキュー活動を再開する。 
（ｅ）リスタートの許可を受けた後、ヘルパーは当該ロボットをロボットベースに運搬する。 
（ｆ）リスタートの許可を受けたすべてのロボットがロボットベースに運搬された後、主審の宣告

によりレスキュー活動を再開することができる。 
（ｇ）当該ロボットは、修理等を実施した後、再出動することができる。 

Ｎ．主審の宣告に対して、自動制御等により停止しないロボットについては、ダミヤン担当副審が緊急

停止スイッチを操作することで停止させる。その後、活動再開許可が宣告された後に、副審が緊急

停止スイッチを復帰させる。なお、審判は当該ロボットの復帰に関してこれ以上の操作は行わない。 
 
２．８．評価 

 
フィジカルポイント、ミッションポイント、審査員ポイント等の合計で評価する。複数のレスキュー

ダミーのレスキュー活動を行う場合、フィジカルポイントおよびミッションポイントはレスキューダミ

ーごとに評価を行う。なお、各ポイントの小数点以下は切り捨てる。 
 
２．８．１．フィジカルポイント 

フィジカルポイントはダメージインデックスとタイムインデックスの合計とする。ただし、合計した

ポイントが負の値となった場合は０ポイントとする。 
Ａ．ダメージインデックス 

レスキューロボットがレスキューダミーをいかに優しく救助できるかを評価する。通常はセンサモ

ードで算出されるが、計測には複雑なシステムを使用しており、システム不調時のバックアップとし

て常にフラグモードでの算出も並行して行う。どちらのモードでのダメージインデックスを採用する

かは、各ミッション終了時点において、機器の状況等を総合的に判断し審判団が合議の上、ミッショ

ンごとに決定する。すなわち同一ミッションのすべての競技は同一のモードでダメージインデックス

が評価される。 
（ａ）センサモード 

レスキューダミーに対して外部から与えられた力等をレスキューダミーに内蔵されているセ

ンサで計測し、計測値を基にダメージインデックスは算出される。 
イ．初期値は０点。 
ロ．レスキューダミーの受けたダメージを反映して単調減少。 
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ハ．レスキューダミーのセンサ値を正規化して積算したものを X として、ダメージインデック

スを 

  ( )( )100 exp 1PD aX= − −  

とする。ここで、a は適当な正の定数とする。 
（ｂ）フラグモード 

レスキューダミーに対して外部から与えられたダメージをダミヤン担当副審が判断し、ダメー

ジ判定用フラグを提示し、提示回数を基にダメージインデックスは算出される。なお、ダメージ

判定用フラグをブルーフラグと呼ぶ。 
イ．初期値は０点。 
ロ．一回のブルーフラグの提示ごとに、その時点のフラグ値 1n

PF − に係数 KP = 0.9 をかけフラグ

値 

  1 0( 1)n n
P P P PF K F F−= =  

を求め、ダメージインデックスを 

  ( )100 1n
P PD F= −  

とする。 
Ｂ．タイムインデックス 

レスキューロボットがレスキューダミーをいかに迅速に救助できるかを評価する。 
（ａ）レスキュー活動完了時点の残り時間に対応する。 
（ｂ）残り時間がレスキュー活動に与えられた時間 TR の２／３以上の場合は初期値 TI を点数とす

る。それ以外は残り時間を０～初期値の点 TI に比例させる。残り時間を t 秒とすると、タイ

ムインデックスは 

  
3 2(0 , )
2 3

( )

I
C C R

RP

I C

T t t T T T
TT

T t T

 × ≤ ≤ == 
 >

 

となる。 
（ｃ）プレゼンテーションの時間超過によって初期値が減点される。超過時間を t 秒とした場合、

減点を 

  1 ( 0)
3pC t t= × ≥  

とする。減点の小数点以下は切り捨てる。すべてのレスキューダミーのタイムインデックスの

初期値は、 

  100I pT C= −  

とする。ただし、上の計算式で TI が負となる場合は全レスキューダミーのタイムインデック

スの初期値を０とする。 
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２．８．２．ミッションポイント 

救助作業の達成度を模擬して評価を行う。 
救助作業の達成度を「現場到着」「救出完了」「搬送完了」の３段階で評価し、それぞれのレスキュー

ダミーに対して各段階が達成されると、それぞれ、１０、２５、１５点が与えられる。各段階の達成は

副審が判定し、主審が宣言する。主審の宣言をもって各作業の完了とする。 
 
２．８．３．審査員ポイント 

主にレスキューロボットコンテストの趣旨に合致している度合いを反映するためのポイント。 
ファイナルミッションにおいて評価される。 
審査員ポイントの配分は、ファイナルミッションのフィジカルポイントおよびミッションポイントの

配分の合計と同等、または同等以上とする。また、一つのチームに対する一人あたりの審査員ポイント

の満点は、一般審査員より専門審査員に多く配点する。 
 
２．８．４．ポイントの名称と減点 

Ａ．合計ポイント 
一回の競技におけるフィジカルポイントおよびミッションポイントの合計を合計ポイントと呼ぶ。 

Ｂ．審判団による減点 
反則には該当しないが、悪質な行為が認められた場合、審判団は５０点を限度として合計ポイント

を減点することができる。審判団が減点を行う場合、明確な理由が説明されなければならない。 
以下の行為を行った場合に減点される。 
（ａ）レスキュー活動前の準備等を故意に遅らせる行為。作戦会議が長引いて迅速な準備ができな

い場合も含む。 
（ｂ）他チームのロボットに対する妨害行為。ロボットそのものあるいはロボットが移動させたガ

レキ等により他チームのロボットの進路を妨害すること。 
（ｃ）レスキュー活動完了後の反則行為。 
（ｄ）その他、審判団が悪質であると判断した行為。 

Ｃ．確定ポイント 
合計ポイントに対して審判団による減点を加味した後のポイントを確定ポイントと呼ぶ。ただし、

確定ポイントが負の値となった場合は０ポイントとする。 
Ｄ．総合ポイント 

一回の競技会で行われたファーストミッションおよびファイナルミッションの確定ポイント、さら

にファイナルミッションの審査員ポイントを加算し、総合ポイントと呼ぶ。 
 
２．８．５．同点時の取り扱い 

基本的に同点の場合は、同順位とする。ただし、同順位とすると運営に大きく影響を与える場合にお

いてのみ、以下のように順位を決するものとする。 
Ａ．ファーストミッション 
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タイムインデックスが高得点、ミッションポイントが高得点、ダメージインデックスが高得点、ブ

ルーフラグの数が少ない、レッドフラグの数が少ない、イエローフラグの数が少ない、の順で比較を

行い、順位を決する。レスキューダミーごとあるいはロボットごとの評価となる値については、１競

技の合計とする。この方法で決しない場合、競技の中で最も優秀な評価を得たレスキューダミーにつ

いて、タイムインデックスが高得点、ミッションポイントが高得点、ダメージインデックスが高得点、

の順で比較を行い、順位を決する。さらに、この方法で決しない場合は、くじ引きとする。 
Ｂ．競技全体 

審査員ポイントが高得点、を最も優先度の高い比較項目とし、以下はファイナルミッションについ

てＡ．と同様とする。ただし、くじ引きは除く。この方法で決しない場合は、ファーストミッション

についてＡ．と同様とする。 
 
２．９．表彰 

 
優秀な成績を収めたチーム、レスキューロボット、メンバーを表彰する。表彰は以下に示す各賞とす

る。 
 
２．９．１．レスコンアニュアルプライズ 

レスキューロボットコンテストで常設されている賞。 
Ａ．レスキュー工学大賞 

実行委員長が選定する。コンテストすべてを通し総合的に判断される。レスキューロボットコンテ

ストで最も意義深い賞。チームに与えられる。 
Ｂ．ベストポイント賞 

最も高い総合ポイントを獲得したチームに与えられる。 
Ｃ．ベストプレゼンテーション賞 

担当する専門審査員または実行委員長が選定する。スピーカーに与えられる。 
Ｄ．ベストテレオペレーション賞 

担当する専門審査員または実行委員長が選定する。オペレータに与えられる。 
Ｅ．ベストチームワーク賞 

担当する専門審査員または実行委員長が選定する。チームに与えられる。 
Ｆ．ベストロボット賞 

担当する専門審査員または実行委員長が選定する。ロボットに与えられる。 
 
２．９．２．レスコンメモリアルプライズ 

各回のレスキューロボットコンテストの状況に応じて設けられる賞。競技会終了後、レスキューロボ

ットコンテスト全体を勘案し、実行委員長が選定する。 
 
２．１０．反則 
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２．１０．１．反則の概要 

Ａ．イエローフラグ（警告） 
（ａ）審判が望ましくないと判断した行為、意図的か偶然か判断しにくい行為に与えられる。 
（ｂ）ロボット１機ごとあるいはヘリテレに与えられる。 
（ｃ）同じロボットあるいはヘリテレに対して１競技で２回イエローフラグが与えられると、その

ロボットあるいはヘリテレに対してレッドフラグが与えられる。 
（ｄ）反則時の処理 

処理の１ ロボットがレスキューダミーを把持していない場合。 
イ．反則を犯したチームは主審の宣告により活動を停止する（すべてのロボットは停止し、

ヘリテレはその場にしゃがむ）。 
ロ．主審が反則内容の説明を行う。 
ハ．主審が当該ロボットを含み活動再開許可を与える。 

処理の２ ロボットがレスキューダミーを把持している場合。 
イ．反則を犯したチームは主審の宣告により活動を停止する。 
ロ．主審が反則内容の説明を行う。 
ハ．ダミヤン担当副審によりレスキューダミーが取り外される。 
ニ．レスキューダミーは把持されていた位置の床面に配置される。 
ホ．主審が当該ロボットを含み活動再開許可を与える。 

処理の３ ヘリテレ反則時の場合。 
イ．反則を犯したチームは主審の宣告により活動を停止する。 
ロ．主審が反則内容の説明を行う。 
ハ．主審がヘリテレを含み活動再開許可を与える。 

（ｅ）主審の宣告に対して停止しないロボットの扱いは、本規定２．７．５．レスキューロボット

のリスタートのＮ．を準用する。 
（ｆ）反則時の処理時間 

反則時の処理において、審判の対応によってロボットが停止してから再開許可までの時間が一

定とはならない。この時間は、反則の種類によるものではなく、運営上の都合によるものである。

この時間に関する異議は認められない。 
Ｂ．レッドフラグ（退場） 

（ａ）極めて危険な行為、コンテストのフィロソフィーおよび開催趣旨に反する明確な、あるいは、

意図的な行為に与えられる。 
（ｂ）ロボット１機ごとあるいはヘリテレに与えられる。レッドフラグが与えられたロボット、ヘ

リテレは退場扱いとなり、レッドフラグを受けたロボット、ヘリテレは競技に復帰することは

できない。 
（ｃ）チームのロボットがレッドフラグを受けた場合、ヘルパーは速やかに当該ロボットを停止さ

せ、ウエイティングサークルに移動させなければならない。また、ヘルパーは当該ロボットを

競技終了まで、ウエイティングサークル周辺の運営上障害とならない場所で管理しなければな

らない。 
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（ｄ）ヘリテレがレッドフラグを受けた場合、ヘリテレカメラの電源を切り、活動を停止しなけれ

ばならない。また、ヘリテレステージ上で隔壁から出ないようにしゃがみ、競技終了まで他の

チームメンバーとコミュニケーションをとってはならない。 
（ｅ）反則時の処理 

処理の１ ロボットがレスキューダミーを把持していない場合。 
イ．反則を犯したチームは主審の宣告により活動を停止する（すべてのロボットは停止し、

ヘリテレはその場にしゃがむ）。 
ロ．主審が反則内容の説明を行う。 
ハ．ヘルパーが当該ロボットをウエイティングサークルへ移動させる。 
ニ．主審が当該ロボット以外の活動再開許可を与える。 

処理の２ ロボットがレスキューダミーを把持している場合。 
イ．反則を犯したチームは主審の宣告により活動を停止する。 
ロ．主審が反則内容の説明を行う。 
ハ．ダミヤン担当副審によりレスキューダミーが取り外される。 
ニ．レスキューダミーは把持されていた位置の床面に配置される。 
ホ．ヘルパーが当該ロボットをウエイティングサークルへ移動させる。 
ヘ．主審が当該ロボット以外の活動再開許可を与える。 

処理の３ ヘリテレ反則時の場合。 
イ．反則を犯したチームは主審の宣告により活動を停止する。 
ロ．主審が反則内容の説明を行う。 
ハ．ヘリテレはヘリテレカメラの電源を切る。 
ニ．主審がヘリテレ以外の活動再開許可を与える。 

（ｆ）主審の宣告に対して停止しないロボットの扱いは、本規定２．７．５．レスキューロボット

のリスタートのＮ．を準用する。 
（ｇ）反則時の処理時間 

反則時の処理において、審判の対応によってロボットが停止してから再開許可までの時間が一

定とはならない。この時間は、反則の種類によるものではなく、運営上の都合によるものである。

この時間に関する異議は認められない。 
Ｃ．ブラックフラグ（失格） 

ブラックフラグが宣告されると、その時点でチームは失格となり競技を中止しなければならない。

競技は没収となり、評価はなくなり、各賞の受賞資格もなくなる。評価がないので次のミッションへ

進むこともできない。 
（ａ）競技中にチームメンバーやチーム全体がコンテストのフィロソフィーおよび開催趣旨に関す

る重大な違反をしている場合に与えられる。 
（ｂ）チームに対して与えられる。 
（ｃ）チームがブラックフラグを受けた場合、ヘルパーは速やかにすべてのロボットを停止させ、

ロボットベースに移動させなければならない。 
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２．１０．２．イエローフラグになる反則 

Ａ．破壊行為 
実験フィールド等を壊すこと。また、歩道橋を倒すこと。ロボットが把持しているガレキがぶつか

って壊す・倒す場合も含む。 
Ｂ．救出目的以外のエリアへの進入 

エリアを通路として使用するなど救出目的以外の目的でエリアに進入すること。また、同一ブロッ

ク内の隣接するエリア間を直接移動すること。破壊行為の有無にかかわらず、反則とする。 
Ｃ．実験フィールド外に出る 

実験フィールド外へ落ちて接地した状態になること。 
（注）実験フィールド外に出た状態、あるいは、壁に引っかかって動かない状態に対してはリスタ

ートを勧める。 
Ｄ．レスキューダミーに対する危険行為 

（ａ）ロボットがレスキューダミーをひくこと。レスキューダミーの上のガレキの上を通過した場

合も含む。 
（ｂ）レスキューダミーを突き飛ばすこと。 
（ｃ）救出活動において、頭部のみをつかみ、レスキューダミーを移動すること。引きずる、つか

み上げている場合のいずれにも適用する。頭部と同時に胴体、腕、脚のいずれかをつかんでい

る場合は反則としない。 
（ｄ）搬送活動時、胴体または頭が地面についたまま引きずり、レスキューダミーを移動すること。

胴体と頭が浮いていれば、腕脚は引きずっていても反則としない。また、以下の状態で搬送す

ることは反則とする。 
・頭部だけを把持する。 
・頭部と片腕だけを把持する。 
・頭部と片脚だけを把持する。 

（ｅ）レスキューダミーを落とすこと。 
（ｆ）レスキューダミーを片腕または片脚だけを把持して持ち上げ、保持すること。ただし、５秒

以内の場合は問わない。 
（ｇ）レスキューダミーをガレキごとつかむ、すくい上げること。 
（ｈ）レスキューダミーにガレキを投げつけること。 
（ｉ）その他、審判がレスキューダミーに対する危険行為とみなすこと。 

Ｅ．他チームのロボットに対する危険行為 
（ａ）停止しているあるいは移動している他チームのロボットに接近しぶつかること。ロボットが

把持しているガレキが他チームのロボットにぶつかる場合も含む。ただし、相手チームの承諾

が得られている場合を除く。 
（ｂ）他チームのロボットにガレキを投げつけること。 
（ｃ）その他、審判が他チームのロボットに対する危険行為とみなすこと。 

Ｆ．ヘリテレカメラの正規目的以外の使用 
（ａ）審判、観客等を撮影することにより不正に実験フィールドの情報を得ること。ヘリテレに対
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しイエローフラグが与えられる。 
Ｇ．路上ガレキ除去のためのブロックの利用 

路上ガレキを意図的にブロック内に置くこと。 
 
２．１０．３．レッドフラグになる反則 

Ａ．観客やスタッフに危険を及ぼす行為 
（ａ）実験フィールドに火を付けること。 
（ｂ）観客に向かって突進すること。 
（ｃ）その他、審判が観客やスタッフに危険を及ぼす行為とみなすこと。 

Ｂ．継続的な破壊行為 
イエローフラグで反則をとられ宣告を受けているにもかかわらず、破壊動作を継続すること。ロボ

ットが把持しているガレキ等がぶつかって壊された場合も含む。 
Ｃ．レスキューダミーの破壊行為 

（ａ）レスキューダミーを構成するパーツ（腕脚等）をはずすこと。 
（ｂ）レスキューダミーの内蔵センサを破壊すること。目視、センサからの計測値を総合的に判断

する。 
Ｄ．他チームのロボットに対する破壊行為 

（ａ）他チームのロボットを構成するパーツをはずすこと。ただし、相手チームの承諾を得た上で

相手チームのロボットにぶつかり、パーツがはずれた場合を除く。 
Ｅ．競技運営上の違反 

（ａ）条件付き合格のレスキューロボットが、制限されている機能を動作させること。 
（ｂ）修理以外の目的でリスタートすること。 
（ｃ）ロボットベース以外の場所でレスキューロボットに触れること。ただし、リスタートすると

きにヘルパーが触れる場合を除く。 
（ｄ）チームのいずれかのレスキューロボットが、自チームに割り当てられたレスキューダミー以

外のレスキューダミーに触れること。 
（ｅ）同一のレスキューロボットに対し、１回のレスキュー活動において２回イエローフラグが与

えられた場合。 
（ｆ）ヘリテレに対し、１回のレスキュー活動において２回イエローフラグが与えられた場合。 

Ｆ．チームメンバーの実験フィールド情報の不正収集 
（ａ）オペレータが、本規定２．７．１．競技全般のＣ．に示す方法以外の方法で収集した実験フ

ィールドに関する情報を利用しロボットを操縦すること。当該情報を利用して操縦されたすべ

てのロボットをレッドフラグとする。 
 
２．１０．４．ブラックフラグになる反則 

Ａ．競技者禁止事項の重大な違反 
（ａ）ヘリテレ以外のチームメンバーがヘリテレステージに上がること。 
（ｂ）ヘリテレが作戦会議およびレスキュー活動以外の時間に実験フィールドを観察、撮影するこ
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と。 
（ｃ）ヘルパー以外のチームメンバーが実験フィールドに入ること。 
（ｄ）レスキュー活動中に、ヘルパーとヘルパー以外のチームメンバーがコミュニケーションをと

ること。 
（ｅ）ヘリテレおよびヘルパー以外のチームメンバーが、競技が終了する前に隔壁を越えて実験フ

ィールドを直接目視観察すること。 
Ｂ．競技運営上の違反 

（ａ）審判の指示に従わないこと。 
（ｂ）登録されたチームメンバー以外がメンバーとして参加すること。 
（ｃ）ロボット検査を合格していないレスキューロボットを出動させること。 
（ｄ）フェアプレーの精神に反すること。 
（ｅ）他チームの活動への継続的な妨害行為。 
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３．競技会までの流れ 
 
３．１．開催告知 

 
実行委員会は、コンテストの開催を告知する。開催の告知は参加チーム募集開始の１ヶ月以上前に行

わなければならない。 
 
３．２．参加チーム募集 

 
実行委員会は、競技会への参加を希望するチームを募集する。参加チームの募集開始において、コン

テストの開催趣旨が告知される。開催趣旨のほか、応募書類等を示した募集要項が公表される。実行委

員会は参加募集を応募締め切りの１ヶ月以上前に開始しなければならない。 
 
３．３．応募 

 
参加チーム募集に応じて参加希望チームが応募する。応募メンバー、ロボットアイデア等を記入した

レスキューロボットコンテスト参加申込書の提出をもって応募とする。参加希望チームは応募締め切り

までに応募しなければならない。詳細は募集要項を参照すること。キャプテン、チーム責任者を含む、

応募メンバーを登録しなければならない。 
 → ２．２．３．応募メンバー 参照 
 
３．４．書類審査 

 
３．４．１．書類審査概要 

応募書類を基に実行委員会が書類審査にて１８チームを採択する。書類審査において採択されたチー

ムは、予選そして本選へ進むことができる。また、これとは別の選考過程により、応募チームの中から

主催団体が推薦する地元枠として２チームが採択される。 
実行委員会は応募締め切りから１ヶ月以内に、書類審査を終了しなければならない。 

 
３．４．２．採択等の通知 

書類審査における審査結果を基に実行委員会は応募チームへ採否を通知する。書類審査の終了から２

週間以内に、チームへ通知を行わなければならない。採否にかかわらず、全応募チームに通知を行う。 
採択を受けたチームは、競技会の参加へ向け最善の対応をしなければならない。 
採択を受けたチームのチーム名称、提案したロボットのアイデア、応募メンバー等が規定に抵触して

いる、あるいは抵触することが予想される場合“規定適合性通知書”にて、その旨通知を受ける。チー

ムは通知に従わなければならない。なお、ロボットのアイデアについては善処されない場合、競技会に

て行われるロボット検査に不合格となり、競技に参加できないことがある。 
事務手続き上の問題がある場合は、その旨の通知を同時に受ける。事務手続き上の問題について善処
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なされない場合は当該チームの採択を取り消すことがある。 
不採択を受けたチームは、自チームが不採択となった経緯を実行委員会に問い合わせることができる。

なお、採択を受けたチームであっても、採択を取り消される場合がある。 
 
３．５．機器の貸与 

 
採択チームに対して実行委員会は競技会参加に必要となる機器のうち無線カメラ（貸与用無線カメ

ラ）およびラジオコントロール機器（貸与用ＲＣ機器）を貸与する。実行委員会は、採択の通知から１

ヶ月以内にチームへ貸与物品の発送を行わなければならない。 
採択チームに対して、以下の物品が貸与される。 
（ａ）貸与用無線カメラ ２台 
（ｂ）貸与用ＲＣ機器 ２セット 

貸与用無線カメラ、貸与用ＲＣ機器は、競技用無線カメラ（別添３）、競技用ＲＣ機器（別添４）と

同一仕様である。貸与用ＲＣ機器は、競技用ＲＣ機器として使用することができる。競技用ＲＣ機器は、

同一仕様であればチームが購入して使用することを認める。 
実行委員会は、採択の通知から１ヶ月以内にチームへ機器の発送を行わなければならない。予選落ち

チームは予選会終了後、参加チームは競技会終了後、これらの貸与物品を貸与されたときの状態に戻し

返却しなければならない。 
 
３．６．予選 

 
本選に先行し、採択チームの中から本選へ参加する１０チームを選抜するための予選を行う。予選は

本選のおおよそ１ヶ月前に行われる。地元枠２チームは予選なしで本選に出場できるが、予選競技は行

わなければならない。なお、予選の詳細については予選１ヶ月前までに実行委員会から別途通知がある。 
予選は２日間の開催とする。第１日目は予選のテストランを行い、レスキューロボットコンテスト関

係者以外には非公開とする。第２日目は予選競技を行い、一般公開とする。ロボットチェックは、両日

に分けて行い、非公開とする。なお、予選参加チームにおいては、正当な理由がある場合に限り、実行

委員会に申請し許可されることで、第２日目のみの参加を認める。この場合第１日目のテストランは行

えず、その代わりの時間も用意されない。 
 
３．６．１．予選前の準備 

以下の事前準備が必要である。 
Ａ．スタッフメンバーの登録 

各チームのキャプテンは予選１週間前までに、スタッフメンバーを登録しなければならない。予選

において予選競技を行うチームメンバーはスタッフメンバーの中から選抜することになるので、スタ

ッフメンバーの登録においては十分注意すること。スタッフメンバー以外は予選のプログラムに予選

参加チームのメンバーとして参加することはできない。 
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３．６．２．予選の進行 

予選では、主に以下のプログラムを行う。 
Ａ．予選運営 

全体ミーティング、キャプテン会議、電波管理会議、報告会を行う。本規定４．本選の、全体ミー

ティング、キャプテン会議、電波管理会議、報告会において本選を予選と読み替え準用する。 
 → ４．２．１～３．全体ミーティング、キャプテン会議、電波管理会議 
   ４．５．１．報告会 参照 
Ｂ．ロボットチェック 

予選競技に参加するために、すべてのレスキューロボットはロボットチェックを受けなければなら

ない。ロボットチェックは、予選競技前半に競技するチームは１日目、後半に競技するチームは２日

目に実施する。ロボットチェックは予選競技に参加するために行う検査であり、ロボットチェックの

結果にかかわらず本選のロボット検査を受ける必要がある。また、ロボットチェックに合格したロボ

ットにおいても本選のロボット検査に不合格となる場合がある。 
詳細については、本規定４．３．２．ロボット検査の内容を準用する。 

 → ４．３．２．ロボット検査 参照 
Ｃ．テストラン 

予選競技とほぼ同一な状況でレスキューロボットを操縦し、レスキュー活動の練習を行うことがで

きる。テストランは時間を区切り、すべてのチームが行うことができる。 
Ｄ．予選競技 

予選競技においては、主にロボットの基本性能を確認するために、任意の場所からの目視によりロ

ボットを遠隔操縦してレスキューダミーを一定時間内に救出、搬送する。評価は、救助レスキューダ

ミー数および書類審査の順位に基づいて行う。すべての予選競技が終了後、本選への参加チームの選

抜結果を発表する。 
 
３．６．３．予選後の対応 

予選において、実行委員会が各チームの本選へ向けての準備状況の確認を行う。その結果、準備不十

分と判断した場合、実行委員会はチームを指導することができる。チームが指導に従わない場合、実行

委員会はチームの本選への参加を取り消すことができる。 
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４．本選 
 
各チームが競技を行う本選の会期は３日間である。第１日目は関係者以外非公開、第２日目および第

３日目は一般公開とする。参加チームは３日間本選に参加しなければならない。本選全般において、レ

スキューロボットコンテスト参加者として適切に行動すること。 
 
４．１．本選前の準備 

 
Ａ．スタッフメンバーの登録 

各チームのキャプテンは本選１週間前までに、スタッフメンバーを登録しなければならない。本選

で競技を行うチームメンバーはスタッフメンバーの中から選抜することになるので、スタッフメンバ

ーの登録においては十分注意すること。スタッフメンバー以外は本選のプログラムに本選参加チーム

のメンバーとして参加することはできない。 
Ｂ．その他 

ロボット紹介、メンバー紹介、事務連絡書類等、実行委員会が事前提出を指定した資料を提出しな

ければならない。 
 
４．２．運営上の会議等 

 
円滑に本選を運営するために、各参加チームのメンバーと実行委員会の情報伝達の場として以下の会

議等を行う。この他に、本選の運営に関して、実行委員会から参加各チームへの連絡事項を掲示する掲

示板を設ける。 
 
４．２．１．全体ミーティング 

全体ミーティングは本選各日に行う。実行委員会、運営スタッフ、全参加チームのスタッフメンバー

の顔合わせの場ともなる。全チームのスタッフメンバーは出席しなければならない。本選運営上の注意、

連絡事項等が実行委員会から伝達される。 
 
４．２．２．キャプテン会議 

審判団が必要に応じて開催する。全チームのキャプテンは出席しなければならない。ロボット検査、

プレゼンテーション機器の接続の確認、テストラン、さらに競技進行の手順確認を行う。また、各チー

ムが重大な違反を起こさないよう、注意事項を伝達する。キャプテン会議にてミッションごとのチーム

メンバー登録用紙が配布される。 
 
４．２．３．電波管理会議 

電波管理に関する注意事項を伝達する。全チームの電波管理担当者は出席しなければならない。 
 → ４．３．１．電波管理 
   ４．４．２．ミッション 参照 
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４．３．競技準備 

 
４．３．１．電波管理 

競技用無線カメラおよび競技用クリスタルの管理については、各チームの電波管理が責任を持って行

うこと。 
電波が競技会場へ影響を与える範囲内においては、実行委員会が指定する機器以外、電波を発信する

機器の使用を禁止する。さらに、本選では各チームが同一の会場でテストラン、競技等を行う。このと

きの電波の混信による事故を防ぐため、貸与物品のうち、貸与用無線カメラおよび貸与用クリスタルが

実行委員会の電波管理者に管理されることになる。本選期間中を通して競技会場に電波管理ブースが設

けられ、一元的に管理される。 
 
４．３．２．ロボット検査 

競技に参加する前に、すべてのレスキューロボットはロボット検査を受けなければならない。ロボッ

ト検査は本選第１日目に設定される。ロボット検査はレスキューロボットコンテストのフィロソフィー、

開催趣旨および規定に則り、かつロボットアイデア用紙を基に１機ごと行われる。検査結果に異議を唱

えることはできない。なお、書類審査にて提出された構想と明らかに異なるロボットはロボット検査に

不合格となる。 
Ａ．検査員 

ロボット検査の検査員は実行委員会が指名する。検査員はレスキューロボットコンテストのフィロ

ソフィー、開催趣旨および規定を十分理解し、これに則り検査を行わなければならない。また、チー

ムメンバーと十分に討議しなければならない。 
Ｂ．ロボット検査に出席するメンバーの指定 

ロボット検査において、チームはレスキューロボットに関する検査員のすべての質問事項について

説明しなければならない。チームからは全員参加することが望ましいが、ロボット検査には少なくと

もキャプテン、各ロボットのオペレータ、検査員のロボットに対する質問に回答できる者が参加しな

ければならない。メンバーが検査員の質問に明確に答えられない場合、ロボットを合格としない。 
Ｃ．全機能の動作提示 

ロボット検査において、チームはレスキューロボットの全機能を検査員に動作提示しなければなら

ない。したがって、ロボットばかりでなく動作に必要となる機器もロボット検査場に持ち込まなけれ

ばならない。なお、クリスタルについては検査員が用意する。 
Ｄ．合格と合格証 

ロボット検査に合格し、合格証が貼られているロボットのみ競技に参加することができる。ロボッ

ト検査に合格した時点で、原則として合格したロボット１台につき２枚を交付する。メンバーは検査

員の監視下、ロボットに合格証を貼付しなければならない。 
Ｅ．レスキューロボットが規定に適合しない場合 

検査員はチームに対し理由を明確に説明しなければならない。状況に応じ以下の取り扱いとする。 
（ａ）条件付き合格 
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不適合な機能を競技中使用しないことを条件として合格とする。この場合の合格は条件付き合

格と呼ばれる。不適合となった機能の機構部分あるいは電源等は機能させないことを保証できる

ように、検査員によって封印される。 
（ｂ）再検査 

レスキューロボット１機につき一度だけ再度ロボット検査を受けることができる。ただし、一

度目の検査において検査員と協議の上、再検査で合格の見込みがあるものについてのみ再検査を

申請することができる。 
（ｃ）不合格 

条件付き合格、および再検査いずれの対応においても明らかに合格が難しいと認められる場合

レスキューロボットを不合格とする。不合格となったロボットは競技会場へ持ち込むことはでき

ない。レスキューロボットを不合格とする場合、検査員の十分な説明のもと、参加チームの同意

を必要とする。 
Ｆ．保留事項 

検査員は検査の公平を期すために、一部の機能に関して検査結果を保留することができる。保留事

項については全ロボット検査終了後、全検査員および実行委員長が協議を行いチームごとに結果を知

らせる。 
Ｇ．合格後の改造禁止 

ロボット検査に合格した後、本選期間中にレスキューロボットを改造してはならない。 
 
４．３．３．テストラン 

競技を行う競技会場を利用して、各チームがロボットの調整をかねてレスキュー活動の練習を行うこ

とができる。各チームには時間指定の上、本選第１日目にテストランを行う機会を与える。 
 → ４．４．５．ロボット調整場 参照 
 
４．３．４．プレゼンテーション機器の確認 

プレゼンテーションで使用するパーソナルコンピュータとプロジェクタの接続を確認する機会を本

選第１日目に設ける。時間等は実行委員会が指定する。 
 
４．３．５．競技運営リハーサル 

本選第１日目等において第２日目、第３日目に行われる競技、開会式、表彰式のリハーサルを行う。

全チームのスタッフメンバーが参加しなければならない。 
 
４．４．競技運営 

 
本選第２日目、第３日目に競技を行う。 

 
４．４．１．開会式 

各ミッションの開催に先立ち、開会式を行う。開会式には、全チームのスタッフメンバーが参加しな
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ければならない。 
 
４．４．２．ミッション 

本選ではファーストミッション、およびファイナルミッションを行う。ミッションごとにレスキュー

ダミー、ガレキの配置等実験フィールドの状態が異なる場合がある。 
Ａ．競技用無線カメラおよび競技用クリスタルの貸与 

競技等を行う際には各チームの電波管理が電波管理ブースに行き、競技で使用する競技用無線カメ

ラおよび競技用クリスタルを受け取る。また、競技が終了次第、競技用無線カメラおよび競技用クリ

スタルを返却しなければならない。競技用無線カメラ、競技用クリスタルを受け取った後においても、

前競技が終了するまで、競技用無線カメラ、競技用ＲＣ機器の電源を入れてはならない。電源を入れ

た場合、他チームの活動への妨害行為としてブラックフラグを宣告されることがある。 
 → ２．１０．１．反則の概要 
   ２．１０．４．ブラックフラグになる反則 参照 
Ｂ．チームメンバー登録 

コントロールルームへメンバーが入るときにキャプテンはコントロールルーム担当副審にチーム

メンバー登録用紙を渡すこと。副審が申請用紙に記載されたメンバーを確認する。確認がなされた時

点で、各メンバーはコントロールルームへ入ることができる。 
 → ２．２．５．チームメンバー 参照 
Ｃ．ファーストミッション 

（ａ）本選で最初に行われるミッション。すべての本選参加チームが参加することができる。 
（ｂ）フィジカルポイントおよびミッションポイント等を基にした確定ポイントで評価する。 
（ｃ）確定ポイントが高い順に６チームがファイナルミッションへ進む。 

Ｄ．ファイナルミッション 
（ａ）本選で最後に行われるミッション。ファーストミッションの結果により参加するチームが決

定される。 
（ｂ）フィジカルポイント、ミッションポイント、および審査員ポイント等を基にして評価する。 

 
４．４．３．出入りを制限される場所 

本選において、舞台裏手、チーム控え室および競技会場等、実行委員会が定める出入りを制限される

場所には、実行委員会委員、本選運営スタッフ、事前に登録された全参加チームのスタッフメンバーお

よび引率者、および実行委員会が認めた者以外入ることができない。 
 
４．４．４．チーム控え室 

本選期間中のスタッフメンバーの待機場所およびレスキューロボットの保管場所としてチーム控え

室を設置する。チーム控え室では、ロボットの調整を行うことができるが、ラジオコントロール機器や

無線カメラを使用した調整を行うことはできない。 
チーム控え室は一般観客に対して公開される場合がある。 
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４．４．５．ロボット調整場 

本選期間中にラジオコントロール機器を使用してレスキューロボットの機能を点検する必要がある

場合、ロボット調整場にて点検することができる。ただし、ロボット調整場では無線カメラを使用した

調整を行うことはできない。ロボット調整場でラジオコントロール機器を使用する場合、競技と並行す

ることが考えられるので、クリスタルの取り扱いについては運営スタッフの指示に従わなければならな

い。ロボット調整場の使用にあたってはあらかじめ各チームの使用時間の指定は行わない。各チームが

必要に応じて使用できる。 
ロボット調整場は一般観客に対して公開される場合がある。 

 
４．４．６．競技の判定等に関する質問行為 

Ａ．競技中の審判の判定に対する質問行為 
ミッション終了後、キャプテンは審判の判定に対して主審に質問することができる。主審は質問に

対し十分に回答しなければならない。このとき、明確な根拠がある場合に限り、キャプテンは主審の

回答に関して異議を申し立てることができる。主審が異議申し立てを受けた時点で、審判団および実

行委員長が協議を行い、実行委員長が裁定する。実行委員長の裁定が最終判断であり、さらに異議を

申し立てることはできない。 
ただし、裁定によって審判の判定が覆された場合においても、競技結果に反映することはない。す

なわち、競技結果は競技中の審判の判定に基づき既決のものとして扱われる。質問およびその回答、

異議およびその裁定については、経過を含めウェブページ上に公開する。 
Ｂ．審査員の評価に対する質問行為 

自チームに対する審査員の評価についてその評価結果の理由に限り質問することができる。ただし、

ミッション終了後キャプテンが主審に申し込む。審査員は主審の要請に応じて、質問に答えることが

できる。 
Ｃ．センサモードのダメージインデックスに対する確認行為 

自チームが行ったレスキュー活動におけるダメージインデックスの評価に対して、再確認を依頼す

ることができる。ミッション終了後キャプテンが主審に依頼申し立てを行う。主審が再確認する必要

性があると認めた場合、実行委員会に確認を依頼する。実行委員会は依頼に従い、記録データ等を十

分検討しなければならない。また、主審が必要と認めた場合、再現実験を行わなければならない。主

審が再確認する必要性がないと判断した場合においては、主審はその理由をキャプテンに説明しなけ

ればならない。 
ただし、実験によって誤評価が認められた場合においても、競技結果に反映することはない。すな

わち、競技結果は競技中の評価に基づき既決のものとして扱われる。確認依頼の申し立ておよびその

回答、再現実験の結果については、経過を含めウェブページ上に公開する。 
 
４．４．７．表彰式 

全ミッション終了後、表彰式を行う。表彰式においては、レスコンアニュアルプライズが授与される。

レスコンメモリアルプライズついては、本選終了後、実行委員長から連絡することになる。 
すべてのチームのチームメンバーは表彰式に参加しなければならない。 



第６回レスキューロボットコンテスト規定 

39/40 

 
４．５．競技終了後 

 
４．５．１．報告会 

表彰式終了後、報告会が行われる。報告会は、本選においてチームが参加する最後のプログラムであ

る。報告会では、本選全般に関して、実行委員会と参加チーム全体で討論を行う。すべてのチームのス

タッフメンバーは報告会に参加しなければならない。 
 
４．５．２．本選後の作業 

各チームは本選終了後２ヶ月を目処として貸与物品を貸与されたときの状態に戻し返却しなければ

ならない。実行委員会にて貸与物品の返却が確認された時点で、その回のレスキューロボットコンテス

トは終了となる。 
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５．本規定の取り扱いに関する規則 
 
５．１．質問 

 
本規定に対する質問は電子メールにて受け付ける。回答はレスキューロボットコンテストウェブペー

ジ上に掲載する。随時参照すること。 
 問い合わせ電子メールアドレス Q-rule@rescue-robot-contest.org 
 
５．２．内容の変更 

 
運営上の都合により、本規定の規定内容を変更する場合がある。規定の変更があった場合においては、

実行委員会から電子メールにより参加者に連絡するとともに、ウェブページ上に告知する。なお、現在

のところ、書類審査時期、予選前、予選後の３回、改訂版の公開を予定している。各競技は、最新の規

定に則して行われる。 
 

以 上 
 
なお、本規定の著作権はレスキューロボットコンテスト実行委員会が有する。断りなく転載すること

を禁止する。 
 


